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図 3 縮まる環: 角運動量規格化 40partlclos;D=1.08-3
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ここで論じた3-2- 1次元のス トー リーをそのまま土星の環に適用できると考えるの
は危険である.モデルは単純で,天文学的なさまざまな効果をまったく無視しているし,
粘性的衝突モデルが現実的であるともいえない.しかし,数百本の細いringletが集まって
幅広い環をなしている土星の環の姿は,このス トー リーと矛盾していない.3-2次元の
つぶれの時にグループ化が起こり,円盤全体でみれば角運動量の大きさは揃わないと考え
られる.このため,2- 1次元のつぶれにおいて多数の細い環に分裂するだろう.
今回の結果か.6.さらに次のような発展が考えられる.第-に,衝突モデルによる差で
ある.衝突モデルは,接線方向と法線方向の2つの反発係数で特徴付けられる. くモデル
の位置づけの図) エネルギー保存と反発の対称性から,反発係数の組合せは,土1の線
に囲まれた正方形の範囲に納まる.粘性モデルは,グラフ上でen=et くen違o)の線
になる.なめらかな球モデルは, et=-1(en≧0)の線になる.正方形内のこれ以外
の節分のモデルでは.環はどうなるだろうか.
第二に, 1-0次元のつぶれである.現在のモデルでは,粒子の合休は掘こらす,どん
なにゆっくり衝突しても必ずまた放れていくからそういう事は起こらない.なんらかの形
で.粒子間の引力を叫人すれば合体による粒子の成長が起こるのではないかと思われる.
そうなると,土星の環よりむしろ太陽系の形成がイメージ的には近い.
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